
は遅くとも明治時代には書かれていたようだ。
【彙】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。説文解字
では入力不能な 部に載っている。
【形】五経文字は「形」を載せるが、陸軍幼年学校用字便覧は
「形」載せた上で「形」を本字としている。

【彊】干禄字書と五経文字は「彊」と「強」を異体字とする。
説文解字は「彊」と「強」を別に掲載している。康煕字典は
「彊」「強」「强」を別々に掲載している。陸軍幼年学校用字便
覧は「彊」を「強」の通用字とする。説文解字は「強」の字
体だが、秦代、漢代も「强」の字体なのでもしかしたら説文

解字が誤りなのかもしれない。
【当】「當」の略字。「小」か「田」部に分類されることも多い
が、本書では『増補改訂 JIS漢字辞典』に倣って「彑」部に
載せた。「當」の「口」と「田」の左の縦線をつなげる字体
がよく書かれ、その字体を九経字様では「訛」とする。「当」

彊

強

强

当
當

彙

形
形

彦
彥

彩
彩

キョウ
しいる
つと
める
つよい

キョウ
ゴウ
つよい
つよまる
つよめる
しいる

トウ
あたる
あてる
まさに

イ

ケイ
ギョウ
かた
かたち

ゲン
ひこ

サイ
いろどる

①

教 3常①

教 2常①

②

常②

教 2常①

人①

常①

当

彦

形

汇

彩

當

彥彥

彙彙

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉②

粘葉本朗詠

雲紙本朗詠

関戸本朗詠

節用

節用

節用

節用

節用元暦萬葉⑥

節用

節用

田 8

彑 10

彡 4

彡 6

彡 8

坊っちやん

坊っちやん

こころ

こころ

明治の漢字

陸軍

陸軍・本字

明治の漢字

陸軍

○

×

九経・訛 中国

台湾・香港

中国

香港台湾

中・台・香

中国

香港台湾

中・台・香

睡虎地秦簡

戦国・金文

包山楚簡

説文・田部

説文・ 部

説文或体

説文・彡部

説文・彣部

新附・彡部

郭店楚簡

居延漢簡 馬王堆

馬王堆 元嘉画像石

曹全碑陰

鄭固碑

趙寛碑

西狭頌

曹全碑陰

十七帖

十七帖

智永千字文

集字聖教序

蘭亭序

集字聖教序

蘭亭序

興福寺断碑

集字聖教序

張猛龍碑

爨宝子碑

魏霊蔵造像

元思墓誌

元新成妃李氏墓誌

九成宮

孔子廟堂碑

九成宮

道因法師碑

雁塔聖教序

干禄・序

九経・田部

九経・雜辨部・説文

九経・雜辨部・隷省

五経・彡部

五経・彡部

干禄字書

王勃詩序

琱玉集

聾瞽指歸

聖武天皇雑集

聾瞽指歸

伝空海

王勃詩序

王勃詩序

疆

疆
弓 13 陸軍 中国・台湾

香港

甲骨 史頌

大盂鼎

睡虎地秦簡

郭店楚簡

説文・弓部 居延漢簡

居延漢簡

石門頌 敬史君碑 五経・弓部

五経・弓部

光明皇后・楽毅論

强

強強
元暦萬葉②

粘葉本朗詠

五穀無尽蔵

消息往来

弓 8

弓 9

坊っちやん 明治の漢字

陸軍

○ 中国

香港台湾

睡虎地秦簡 説文・虫部

説文籀文

銀雀山竹簡

新居延漢簡

北海相景君碑

魯俊碑陰

淳化閣帖 寇治墓誌

元遥墓誌

皇甫誕碑 干禄字書

干禄字書

画図讃文

聾瞽指歸
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【弓】彊
13
【彑】当

3
彙
10
【彡】形

4
彦
6
彩
8

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【彫】中国では「雕」を使う。「彫」と「雕」は説文解字には
別々に載っている。説文の「雕」の籀文は「鵰」の字体。
【彬】説文解字の古文と康煕字典の古文が逆。
【彰】一画目が説文解字や康煕字典では横線だが当用漢字表
も当用漢字字体表も縦線になっている。

【役】説文解字の古文に偏が「亻（人）」の字が載っており、そ
れが康煕字典の古文に対応している。五経文字には「役」と
偏が「亻」の字と両方載っており同字種としている。実際に
書かれたものも江戸時代までは偏が「亻」のものが多い。

彫
彫

雕

鵰

彪

彬
份

斌

彰
影

役

チョウ
ほる

チョウ
える
きざむ
ほる
わし

チョウ
える
きざむ
ほる
わし

ヒョウ

ヒン
あきら

ショウ

エイ
かげ

ヤク
エキ

常①

②

③

人①

人①

③

①

常①

常①

教 3常①

雕

彪

彪彪

影

影

彰

彬

役

份份

雕

雕

彰

斌斌

役

元暦萬葉⑱

藤原敏行

伝藤原行成

伝藤原行成

粘葉本朗詠

屏風土代

藤原行成

元暦萬葉①

続消息往来

庭訓往来

諸家渡世肝要記

礼容筆粋

節用

彡 8

隹 8

鳥 8

彡 8

彡 8

古文

彡 11

彡 12

彳 4

文 7

古文

こころ

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

陸軍・通用字

教科書・俗字

×

○

中国

香港

台湾

中国

香港台湾

中・台・香

中国・台湾香港

中国・台湾香港

香港

中国・台湾

中国・台湾

中国台湾・香港

香港

金文

信陽楚墓

郭店楚簡

説文・彡部

説文・隹部

説文籀文

説文・虎部

説文・人部

説文古文

説文・彡部

不録

説文・彳部

説文古文

馬王堆

孔宙碑

史晨後碑

礼器碑陰

校官碑

張表碑

曹全碑

智永千字文

唐・書譜

書譜

集字聖教序

澄清堂帖

高貞碑

元顕儁墓誌

元延明墓誌

劉根等造像

太僕卿元公墓誌

九成宮

温彦博碑

元延明墓誌

李超墓誌

元願平妻王氏墓誌

雁塔聖教序

圭峰禅師碑

五経・彡部

五経・隹

五経・殳部

五経・殳部

聾瞽指歸

王勃詩序

聾瞽指歸

聖武天皇雑集

王勃詩序

聾瞽指歸

王勃詩序
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【彡】彫
8
彪
8
彬
8
彰
11
影
12
【彳】役

4

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【径】「彳」に「止」が付くと「辵」＝「辶」になる。
【後】「彳」に「止」が付くと「辵」＝「辶」になる。

往

径
徑

逕

征

彼

後

オウ

ケイ

セイ

ヒ
かれ
かの

ゴ・コウ
のち
うしろ
あと
おくれる　

教 5常①

教 4常①

②

②

常①

常①

教 2常①

往

徑

逕逕

後

迳

後

径

彼

征

元暦萬葉①

元暦萬葉①

三体白詩

屏風土代

無料義経

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉②

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉⑫

節用

節用

節用

算法地方大成

訓蒙天地弁

節用

宇比山踏

節用

彳 5

古文

古文

彳 7

辵 7

彳 5

古文

彳 5

彳 6

古文

陸軍 坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

明治の漢字

陸軍

陸軍・通用

陸軍・別字

○ 中・台・香

中国

台湾・香港

中国

香港台湾

中・台・香

中・台・香

中国・台湾

香港

甲骨

侯馬盟書

金文

史牆盤

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡郭店楚簡

郭店楚簡 戦国・金文

長沙子弾庫楚帛書

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

包山楚簡

説文・彳部

説文古文

段注古文

説文・彳部

説文不録

説文・辵部

説文・彳部

説文・彳部

説文・彳部

説文古文

泰山刻石

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

銀雀山竹簡

馬王堆

居延漢簡

石門頌

曹全碑

史晨後碑

礼器碑

曹全碑

集字聖教序

十七帖

澄清堂帖

淳化閣帖

十七帖

集字聖教序

集字聖教序

集字聖教序

高貞碑

元倪墓誌

楊大眼造像

賀蘭汗造像

楊胤墓誌

鄭羲下碑

虞世南

昭仁寺碑

契苾明碑

九成宮

孔子廟堂碑

孟法師碑

九経・彳・説文

九経・彳・隷省

五経・彳部

五経・彳部

王勃詩序

聖武天皇雑集

上代・杜家立成聾瞽指歸

琱玉集

琱玉集

大聖武

杜家立成

聖武天皇雑集

王勃詩序

王勃詩序

聖武天皇雑集
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【彳】往
5
径
5
征
5
彼
5
後
6

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【従】「從」の略体。説文では「从」は「相聴也」、「従」は「随
行也」と意味を分けている。「從」の「彳」と「止」を合わ
せると「辵＝辶」となり『異体字辨』に載っている「辶+从」
の異体字が出来上がる。説文解字の大徐が「辶+从」の字体
で、段注の字体が「從」の字体。

【徒】説文解字では「辵」部にある。「徒」の「彳」と「止」を
合わせると「辵＝辶」となり『異体字辨』に載っている「辶
+土」の異体字が出来上がる。説文解字の大徐本が「辶+土」
の字体で、段注本の字体が「徒」の字体。

待

律

従
從

从

徐

徒

タイ
まつ

リツ
リチ

ジュウ
ショウ
ジュ
したがう
したがえる

ジョ

ト

教 3常①

教 6常①

教 6常①

②

②

常①

教 4常①

从

徒

律

徐

從

待

待
屏風土代

屏風土代

高野切第二種

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉①

久松切

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

節用

庭訓往来

庭訓往来

商売往来

庭訓往来

節用

節用

彳 6

彳 6

彳 8

彳 7

彳 7

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

こころ

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

漢字要覧

陸軍

陸軍・本字

× 異体字辨

異体字辨

干禄〈通〉

中国・香港

台湾

中・台・香

中国

台湾・香港

中・台・香

中・台・香

甲骨

甲骨

春秋・金文

侯馬盟書

侯馬盟書

金文

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

説文・彳部

説文・彳部

泰山刻石

説文・从部

段注・从部

説文・从部

説文・彳部

説文・辵部

段注・辵部

武威漢簡

居延漢簡

居延漢簡

武威漢簡

銀雀山竹簡

馬王堆

武威漢簡

馬王堆

居延漢簡

史晨後碑

史晨前碑

礼器碑

北海相景君碑

開通褒斜道刻石

乙瑛碑

史晨前碑

曹全碑

唐・孫過庭・千字文

十七帖

十七帖

唐・書譜

興福寺断碑

元暉墓誌

元延明墓誌

張猛龍碑

王誦墓誌

敬史君碑

元熙墓誌

鄭羲下碑

于景墓誌

孟法師碑

雁塔聖教序

九成宮

九成宮

劉碑造像記

九成宮

五経・彳部

干禄字書

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

298 299

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【彳】待
6
律
6
従
7
徐
7
徒
7

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【御】「止」と「山」はしばしば混同される。

得

御
御

循

復

トク
える
うる

ギョ
ゴ
おん

ジュン

フク

教 5常①

常①

常①

教 5常①

得

御

復

循

得

御

復

复

循

元暦萬葉②

元暦萬葉④

元暦萬葉④

藤原公任・北山抄

関戸本朗詠

関戸本朗詠

節用

算法地方大成

節用

節用

節用

彳 8

古文

古文

古文

彳 8

彳 9

彳 9

坊っちやん

坊っちやん

こころ

こころ

こころ

明治の漢字 干禄〈俗〉

中国・台湾

香港

中国・香港

台湾

中国・香港

台湾

中国

香港

台湾

甲骨

甲骨

金文

㫚鼎

金文

金文

金文

大盂鼎

金文

散氏盤

㫚鼎

睡虎地秦簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

泰山刻石

説文・彳部

説文古文

説文・見部

説文・彳部

古文

説文・彳部

説文・彳部

馬王堆

敦煌漢簡

居延漢簡

銀雀山竹簡

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

敦煌漢簡

石門頌

礼器碑

武氏祠画像題字

石門頌

石門頌

礼器碑

曹全碑

十七帖

智永千字文

十七帖

十七帖

淳化閣帖

平安帖

集字聖教序

淳化閣帖

集字聖教序

集字聖教序

何如帖

集字聖教序

元暉墓誌

水牛山般若経碑

弔比干墓文

爨宝子碑

元詳造像記

元珍墓誌

元延明墓誌

元遥墓誌

元暉墓誌

張猛龍碑

九成宮

皇甫誕碑

孟法師碑

九成宮

孔子廟堂碑

五経・説文

五経・石経

干禄字書

五経・彳部

五経・石経

五経・彳部

五経・彳部・説文

五経・彳部・石経

王勃詩序

王勃詩序

聖武天皇雑集

王勃詩序

300 301

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【彳】得
8
御
9
循
9
復
9

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


